
令和３年 度  学 校 関 係 者 評 価
評価点　

A 十分達成できた A  とても適切である
B  達成できた B  概ね適切である
C  一部達成できなかった C  あまり適切でない
D できなかった D  適切でない

E  判定できない

達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価

ESDの観点を取り入れた保
育の実施のために保育指導
案の作成及びエピソードを記
録する。そのためにドキュメン
テーションやポートフォリオの
活用を進める。

〈指標〉
園内研究日，月案検討日，職員
会議での検討を行う。保育の記録
の評価（保育者，保護者）を行う。
〈判断基準〉
ESDの観点を取り入れた保育指
導案作成と評価，保育記録の評
価

・ESDの観点を視野に
入れながらエピソード記
録をとっていき,保育カ
ンファレンスを行うことが
できた。カンファレンス
は計画通り１００％(９回
／９回)であった。
・ドキュメンテーションや
ポートフォリオを作成
し，子ども，保護者，保
育者が共に育ちを確認
できるものになった（ア
ンケートから）。

A

・ESDの観点を取り入れ
た保育を目的としてい
ることが非常に重要な
ことであり，カンファレン
ス等を行うことによっ
て，保育への正しい評
価が可能となり，より良
いESDの観点を取り入
れた保育が実施された
ことを高く評価します。
・ポートフォリオは保護
者子どももコメントを書
いたので，いい記録に
なった。
・ドキュメンテーションも
子どもが写っているとき
はそれを見て子ども自
身が更に詳しく遊びの
様子を教えてくれること
もあり，興味深かった。

A

保育の振り返りやカンファ
レンスを通して、エピソー
ド記録を分析検討し、
日々の保育の中でESDの
視点から教育課程の開発
を進めていく。

「森の日」の開催をする。日
常的に自然とふれあうことの
楽しさを伝える。また自然に
対して人を介したつながりの
重要性を知る。

〈指標〉
「森の日」の実施が子どもの活動
にとって効果的である。
〈判断基準〉
子どもの姿や東広島市のアクショ
ンプラン委託事業調査を通して調
査を行う。

・「森の達人」の助言を
受け，子どもたちととも
に自然と触れ合い，新
しい発見や遊びを取り
入れて，楽しむことがで
きた。
・「森の日」の実施日は
１００％であった(25回／
２５回)。

A

・「森の日」の実施に
よって，本園の特徴で
ある豊かな自然が子ど
もに果たす役割や意義
を，子どもや保護者に
伝えることができただけ
でなく，保育者自身もさ
らに自覚できたことを評
価します。
・子どもにとっても貴重
な体験なので続けてほ
しい。
・親も参観日に「森の
日」を一緒に過ごさせ
ていただき新しい発
見，楽しい遊びを行うこ
とができた。

A

森の中で遊ぶことで、諸
能力の進展が認められた
が、今後は「人とのつなが
り」での観点から、活動を
見直していく予定である。

多文化理解に繋がる「グロー
バルデー」を定期的に実施
する。

〈指標〉
グローバルデーの実施により多文
化理解が深まる。
〈判断基準〉
子どもの姿を通しての，保護者の
80％以上の理解があるかどうか。

GDで異文化にふれあう
機会を設けることができ
た。保護者の85％が子
どもの姿から意義を感じ
ていた。今後は更に内
容が通常の保育に自然
と馴染むよう，内容の打
合せを丁寧に行う。

B

・広島大学との繋がりか
ら，様々な国からの留
学生と交流することが
でき，他園では体験で
きないような多文化理
解の場を子どもに提供
すること自体が非常に
望ましいと感じます。こ
れまでのように英語の
みならず，他の言語も
取り入れていくことに
よって，さらに効果が上
がると思います。
・様々な国の言語文化
に触れることができる
と，もっと楽しく幅広い
価値観に繋がると思う。

B

グローバルデーの活動も
定着し、園児の発言も多
岐にわたってきているの
で今後、これまでのように
英語のみならず，他の言
語も取り入れていくことに
よって，さらに活動を広げ
様々な国の言語文化に
触れることができるように
し，もっと楽しく幅広い価
値観に繋げていく。

ユネスコスクールの理念を活
かした保育実践を行い，ユネ
スコスクールのリンクを通じて
世界に発信する。ひろしま自
然保育認証園としての活動
のために認証園を対象とした
活動を積極的に実施する。

〈指標〉
ユネスコスクールにおいて幼稚園
の実践をＨＰで公開する。
ひろしま自然保育認証園 としての
活動を実施する。
〈判断基準〉
ユネスコスクールの公開
ひろしま自然保育認証園の研究
助成制度を利用したかどうか。

ユネスコスクールとして
の活動報告をHPで周
知予定である。また，ひ
ろしま自然保育認証園
として「森の日」を計画
通り実施し,研究助成制
度の利用も実施した。
ESDの理念を継承した
保育を行うことができて
いるが，今後さらに研鑽
していく。

B

ユネスコスクールとして
の自覚をもとに，ひろし
ま自然保育認証園とし
て，研究助成制度を利
用したことを評価しま
す。ユネスコスクールと
しての実践の特徴を，
ぜひHPで公開してい
ただきたいです。

A

今後も継続してユネスコス
クールとしての自覚をもと
に，ひろしま自然保育認
証園として，研究助成制
度を利用して保育実践を
実施する。ユネスコスクー
ルとしての実践の特徴
を，HPなどで公開してい
く。

教
育
研
究
等

研究開発事業

【研究校としての研究実施・推進
と公開】

本年度の研究課題に沿った
研究の取組による成果と課
題のまとめ，次年度へ広げ
る。

〈指標〉
幼児教育研究会を実施し，本園
の研究実践のあり方を知ってもら
う
〈判断基準〉
研究会の参加者数，研究会参加
の振り返り，コメントなどを参考に
する。

研究会は対面での参加
人数を限定して実施し
た。対面37名，オンライ
ン54名の参加があっ
た。オンラインも用いた
ハイブリットな形での研
究会を行うことで，より
多くの方に本園の研究
を公開することが可能
になった。対面での参
会者からは，実際の雰
囲気を体感することが
学びになったということ
や，オンラインの参会者
からは，現場で子どもの
姿を見ることはできない
が，研究テーマに沿っ
た学びができたことがよ
かったなどの感想が
あった。今後もハイブ
リッドで広く公開していく
ことを検討する。

A

・コロナ禍の状況にお
いて，対面とオンライン
によるハイブリッド研究
会を行ったことにより，
今後の研究会としての
在り方を提示できたこと
を評価します。本園の
研究会は，非常に重要
な意義があり，これまで
も多数の方から参加が
求められている中で，
他県から参加が難しい
保育者の方はたくさん
いると思いますので，コ
ロナ禍が終息した後も
オンラインを含めたハイ
ブリッド研究会を開催し
ていただきたいと思い
ます。
・保護者にもぜひ研究
内容を知ってもらい，
研究機関だということを
もっと理解してもらった
ほうがいい。

A

オンラインでの研究発表
と一部公開保育をするこ
とができた。令和4年度は
新型コロナの拡大の状況
を踏まえて、可能な限り従
前通りの研究大会の開催
を準備していく。そのため
に全県全国への研究会
等の呼びかけを積極的に
進めていく。

教育課程（保育内容）事業

具体的方策 成果指標・判断基準

【「自然とのかかわり」「人とのつ
ながり」の直接体験をとおしたグ
ローバル人材育成への寄与】

　ESDの観点を取り入れ，グロー
バル人材に求められる資質・能
力の基礎を育成する教育課程の
開発を進める。

①自然とのふれあいによる豊か
な直接体験や感動体験ができる
よう，環境整備や保育内容の充
実に努める。
②グローバルデーでの異国の文
化や言葉に触れる体験から，国
際理解の素養を養う教育の実現
に努める。
③ユネスコスクールの方針や活
動を理解する。

自己評価 学校関係者評価

自己評価 学校関係者評価を
踏まえた改善策

学校（園）名：  附属幼稚園                        

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

分野
重点目標

（評価項目）
学校関係者評価

教
育
課
程
・
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等
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達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価
具体的方策 成果指標・判断基準

自己評価 学校関係者評価を
踏まえた改善策

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

分野
重点目標

（評価項目）
学校関係者評価

【科学研究費助成事業への応募
をとおして教員の研究推進意欲
向上】

科学研究費助成事業（奨励
研究）に応募する。科研獲得
のために園長による助言を
実施する。

〈指標〉
応募の必須化と獲得数
〈判断基準〉
所属教員１名以上の応募，また獲
得数／応募数を上げる

全教員が応募したが獲
得できなかった。次年
度も積極的にチャレン
ジする。

B

・様々なことに取り組ま
れている中で，科研費
への応募に全員がチャ
レンジされたことを評価
します。本園における
研究は最先端のもので
すので，科研の書き方
を学んでいただけれ
ば，採用される可能性
は高くなると思います。

B

教員の応募は毎年確実
に行っている。採択につ
いては園長が主導的に
書き方について指導し、
獲得を確実にしていく。

【学会発表等をとおして教員の
研究推進意欲向上】

幼児教育，保育，または保育
実践にかかわる学会，研究
会等での発表を積極的に行
う。

〈指標〉
個人またはグループの研究テー
マに関する研究成果発表を行う。
〈判断基準〉
所属教員１名以上の，学会等に
おける発表

個々の教員が保育学
会，乳幼児保育学会で
の発表を行った。また，
学部・附属共同研究に
積極的に応募し，幼児
教育界において懸念事
項となっていたルーブ
リックのふさわしいあり
方を明らかにすることが
できた。

A

・学部・附属共同研究
を行うことによって，大
学の教員から色々と学
ぶことができると思いま
す。また，学会発表は，
本園の価値を全国に
大きくアピールすること
に繋がりますので，今
後も引き続き研究発表
をしていただきたいで
す。

A

オンライン開催の学会に
もできるだけ参加し、グ
ループ発表だけでなく個
人研究の発表をする予定
である。

ひがし広島幼児保育研究会
の開催

〈指標〉
年間3回の研究会の企画と開催を
行う。
〈判断基準〉
研究会の実施，及び研究会への
参加者のアンケート調査による
80%以上の肯定的意見があるかど
うか。

自然保育に関する研修
会を事前アンケートをも
とにオンラインで実施し
た（８６名）。そのため,講
師の方々に聞きたい回
答を聞くことができたこ
とがより深い学びにつな
がった。また，研修内容
については参加者のア
ンケートから１００％の肯
定的評価を得た。来年
度から本会は発展的解
消をするため，東広島
市や幼年教育研究施
設に研修を移していく。

A

・東広島市において，
複数の園の参加によ
る，ひがし広島幼児保
育研究会が開催される
ことはとても意義がある
と思います。本園は，そ
の中の中心園として，
今後も重要な役割を果
たしていただきたいで
す。
・有意義な研究会に
なったと感じた。

A

広島大学附属幼年教育
研究施設と連携しなが
ら、令和４年度も研究会
や講演会を実施してい
く。

国内外の教育関係参観者に
保育・施設の公開
（動画も含む）

〈指標〉
国内外の保育関係サイトに，動画
などを提供する。また教育関係者
の参観希望者に保育・施設の公
開（アンケート）を実施する。
〈判断基準〉
参観者の感想や意見が肯定的で
あるかどうか。

5月に本園の1日の様子
を動画にしたビデオを
作成し，それを元に県
の研修などに使用し
た。国内からの参観者
も蔓延防止期間以外は
１００％受け入れた（１１
人／１１人）。また，JICA
において外国の方に園
の保育について講義を
行った（２時間）。自然
の中で子どもたちが自
分たちの生活を自分た
ちで作っていく様子に
本園の幼児教育の在り
方を肯定的に捉える意
見が多かったので今後
も要請があれば続けて
いく。

A

・国内外の教育関係者
に，様々な情報を提供
することを高く評価しま
す。このことは，他園に
はできないことであり，
本園の果たす大きな役
割の１つだと思います。
・外国の方が直接来ら
れることで子どもたちに
もいい刺激が与えられ
ると思う。

A

大学からは、外部訪問者
の実数を２０％あげるよう
に求められており、今後も
国内外の教育関係者に，
様々な情報を提供するこ
とを実施していく。コロナ
の状況が改善すれば、外
国からの訪問も積極的に
受け入れていく。これは
本園幼児にもいい刺激が
与えられると考えている。

本学学生や広島県の研修生
のインターンシップの受け入
れを積極的に行う。

〈指標〉
大学院生，大学生の授業や演習
での園観察を積極的に受け入れ
る。広島県の小学校教諭研修生
の受け入れを行う。
〈判断基準〉
幼稚園教育に対する学生の肯定
的評価がある。研修生の受け入
れと事後の感想により幼稚園教育
の理解度が深まったかどうか。

学部の教育実習や大
学院生の研究，大学の
授業などへの協力は申
し出を全て受け入れ実
施した（１４／１４）。県か
らの長期研修生を受け
入れ，互いに学びにな
るよう努め，それぞれの
教員においても幼児観
が変わったという感想が
あり,幼児教育への理解
が深まったと考えられ
る。

A

・様々な社会貢献がで
きていることを高く評価
します。
教育実習生や大学院
生への貢献だけでな
く，その人たちをどのよ
うに指導・支援したら良
いかを保育者にも知っ
ていただきたいです。
特に，小学校教諭研修
生からは，小学校教育
の特徴，意義等も学ん
でいただき，幼小連携
に必要なことは何かを
深く理解していただき
たいです。

A

大学生のインターシップ
活動、教養ゼミでの園観
察を受け入れる予定であ
る。また大学院の幼児教
育学演習、幼児心理学観
察演習などで積極的に学
生の園観察を引き受けて
いく。

園長が卒園児の小学校
１４校全てを訪問し卒園
児の修学状況を聞き取
り，今後の小学校への
連携と附属幼稚園の教
育内容について説明を
行った。
年長児においては三ツ
城小学校連携を計画し
たが,コロナのため実施
できなかった。
長期研修生教員から保
護者と園児に就学に向
けての話ができ，それ
ぞれの不安の軽減や期
待につながった。保護
者のアンケートから満足
度は１００％であった。

A

・園長先生が全ての小
学校を訪問され，連携
に関して説明を行われ
たことを高く評価しま
す。幼児教育の専門家
である園長先生だから
こそ，幼小連携の重要
性や必要条件等を小
学校の校長先生にお
伝えできたと思います。
コロナ禍の中で，年長
児が小学校へ訪問す
ることは難しいと思いま
すが，せめてオンライン
で，小学校の先生から
お話を聞いたり，小学
生の活動の様子を見た
りすることによって，小
学校への興味・関心を
導き出し，小学生となる
ための意識を高めてい
ただけたらと思います。
・今年度は長研の先生
が保護者や子どもに話
をしてくれたことが心強
かった。早い段階でぼ
ちぼち話をしてもらうと
いうのもいいかもしれま
せん。
・諸先生方も小学校訪
問にはどうでしょうか。

A

コロナ禍のため、子ども同
士の実際の交流は実施
することができなかった。
令和４年度は状況を見な
がら、小学校側との交流
を探っていく。令和３年度
は実施できなかった近隣
の三ツ城小学校と年長児
との交流を計画している。
令和4年度末に本園卒業
予定の園児が就学する
小学校は13校あるので、
それらの小学校との連
携・情報交換を行いたい
と考えている。

【地域との連携】
社会連携・貢献，子育て支
援事業

地域の小学校との連携を進
める。

〈指標〉
地域の三ツ城小学校，御薗宇幼
稚園と連携し，協議・交流の実施
を行う。
卒園児が在籍する小学校を訪問
し，就学後の様子を聞き取るととも
に幼小連携についての意識啓発
を行う。
〈判断基準〉
年長園児の小学校に対する意識
の高まりや，年長園児の保護者の
小学校就学における不安の軽減
などをエピソードやアンケートから
把握する。

【社会貢献】
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達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価
具体的方策 成果指標・判断基準

自己評価 学校関係者評価を
踏まえた改善策

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

分野
重点目標

（評価項目）
学校関係者評価

保護者のための子育て支援
講座・親子体験講座の開催

〈指標〉
講座を通しての子育てに関する
参加者の感想を収集する。
〈判断基準〉
アンケート調査で肯定的意見が
80%以上あるかどうか。

親子体験講座は昨年に
引き続き鳥を見る会の
みの実施となった。それ
でも参加の保護者から
は，親子で自然活動が
できたことに前向きな意
見が多かった。今後は
子育てサロンと合わせ
ての子育て支援を考え
ていきたい。

B

・コロナ禍の状況にお
いて，予定されている
全ての講座の開催が
難しい中で，親子体験
講座を実施されたこと
を評価します。参加さ
れた保護者の方にとっ
てとても貴重な体験
だっただけでなく，講
座の果たす役割を保育
者の方々がさらに認識
されたと思います。
・親子で体験をもう少し
増やしてもいいと思っ
た。
・子育てサロンは毎回
同じ人が参加している
ので入りにくいと言う声
もあった。

B

保護者のための子育て支
援として，集まることがで
きるか状況を見据えなが
ら，親子体験講座と子育
てサロンを開催していく。
なお，子育てサロンにつ
いては，新規の方が入り
やすい工夫をしていき，
保護者の安心の場となる
ようにする。

誕生児保護者を対象に毎月
「幼稚園・子育て仲間」の実
施および子育てサロンの開
設

〈指標〉
誕生会への参加者の参加と誕生
会や子育てサロンを通しての子育
てへの肯定的な思いや気づきが
表出される。
〈判断基準〉
①誕生児保護者参加呼びかけに
対して参加者100％あること
②参加者の肯定的感想80%以上
あるかどうか。

誕生会への誕生児保
護者の参加は１００％で
あった（園児の事情によ
る不参加は含めない）。
また,子育てサロンは蔓
延防止対策などで回数
は１２回実施であった。
参加者は延べ３０人で
あり,参加者の１００％が
肯定的評価であった。
子育てサロンに参加し
なかった方の６０％は参
加意欲はあるが都合が
悪く参加できなかったた
め,今後は参加しやす
い方法を考えて実施し
ていく。

A

・幼稚園において，子
育て支援をどのように
行うかは重要なことであ
り，本園での取り組み
は良い発想だと思いま
す。コロナ禍の中で，
幼稚園と保護者の関係
がとても良好であること
を評価します。
・現代の親子関係は
様々であるように思う。
しかし，家の中が分か
らないのが現状。その
改善手段として，人が
つながる工夫が必要。

A

子育て支援の一つとし
て，引き続き，誕生児保
護者を対象に誕生会へ
の参加・参観を行う。その
際，子育てについての語
らいを行い，それをきっか
けに子育て支援につなげ
たい。

園庭開放により,地域の住
民，子育て世帯への豊かな
自然環境で過ごせる機会の
提供

〈指標〉
園庭開放の実施（年3回程度）
〈判断基準〉
園庭開放実施の実績（参加者
数，参加者の意識調査）

園庭開放は年3回に加
え，コロナ対策として園
の説明も合わせて個別
にも８回行った。参加者
は延べ48家族だった。
参加者からは予想以上
に広い園庭を喜んでい
ただき,子どもたちを遊
ばせる姿が見られた。

A

予定していた３回の園
庭開放に加え，個別説
明会も８回行ったことを
評価します。特に，延
べ４８家族の参加者が
いたことは良い結果で
した。本園の良さを知
り，入園を希望する家
族が増加するよう，この
取り組みを継続して
行っていただきたいで
す。
・園庭開放をもっとア
ピールするといい。年
齢制限も0歳～としても
いいと思う。

A

園庭開放，入園希望者見
学会の回数を増やし，園
の環境に触れることをを
通して，自然環境で過ご
せる機会を提供していく。

学
校
経
営
・
安
全
管
理
等

学校運営・改善事業
【幼稚園運営にかかる課題につ
いての整理，検討，対応】

学校評議員,学校関係者評
価委員による評価

〈指標〉
学校評議員会，学校関係者評価
委員会の開催
〈判断基準〉
各委員の指摘，評価により，園の
活動の理解がなされること。

コロナ禍でありながら，
オンラインも併用して年
に2回開催することがで
きた。貴重な意見をい
ただくことができた。園
の活動への理解が進ん
だと考えられる。

A

会議開催に際し，オン
ラインも併用していただ
いたことに感謝いたし
ます。また，学校評議
員会や学校関係者評
価委員会のメンバーか
らの意見をもとに，色々
な改善策を考えられた
ことを高く評価いたしま
す。

A

コロナ禍での状況も考慮
し、これまでの指導助言
を具体化するために早め
に改善を行う。

内部評価等の実施

〈指標〉
保育について，または業務につ
いて教職員の気づき，意見が出
やすい職場環境の構築を目指す
〈判断基準〉
教職員が気がねなく意見の共有
がおこなわれているかどうか。

保育カンファレンスだけ
でなく，普段の会話の
中で子どもについての
会話が始まり，幼児理
解が深まるきっかけにな
るよう,互いに思いを出
しやすい環境であった
などという肯定的評価
であった。（教員の内部
評価）

A

教職員間のコミュニ
ケーションが高まってい
ることは，とても評価し
ます。保育の実践や子
どもの姿の共有，教職
員同士の支援やお互
いの存在を認め合うこ
とは，園経営にとって
非常に重要です。

A

コロナ禍での保育の新し
いアイデアが生まれ、保
育の可能性が広がったの
で、それを教職員で共有
していく。
・教職員間で情報を共有
し，協働的に対応してい
く。

保護者による評価等

〈指標〉
幼稚園教育に関する保護者アン
ケートの実施。毎月の木いちご運
営会議での保護者の意見の集約
を行う。
〈判断基準〉
保護者の意見を把握でき，対応，
改善等が概ねできているかどう
か。

保護者アンケートは８
８％の回答率でありなが
ら，本園の教育に対し９
８％の保護者が肯定的
評価であった。また自
由記述では肯定的な意
見が２３，改善への意見
が１１であった。今後は
両意見を大事にし保護
者ともより連携をしなが
ら運営をしていく。
コロナ禍のため木いち
ご運営会議は紙面にす
ることが多かったが,木
いちご会長と連携をとり
ながら,保護者の意見の
把握に努めた。

A

保護者アンケートを積
極的に行うことはとても
良いことです。また，本
園に対する保護者の評
価が高いこともすばらし
いです。他園では見ら
れないくらい，本園と保
護者との連携が深いこ
とを高く評価します。

A

保護者などの意見に基づ
き，オンラインやオンデマ
ンドを駆使し，さらなる連
携をめざす。そのための
情報インフラ（保護者がス
マートフォンからアクセス
するクラウドシステム）が
十分でないため、施設整
備の改善も求めていく。

【子育て支援】

（社会連携・貢献，子育て
支援事業）

（

社
会
連
携
・
社
会
貢
献
活
動
等
）
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達成状況，改善策 評価 意 見 ・ 理 由 評価
具体的方策 成果指標・判断基準

自己評価 学校関係者評価を
踏まえた改善策

年度計画（中期計画・
中期目標）との関連性

分野
重点目標

（評価項目）
学校関係者評価

危機管理・安全管理意識の
向上と関係マニュアルの整
備

〈指標〉
①避難等訓練の実施
②アレルギー疾患の子どもへの
対応，意識の共有
③緊急連絡メールの整備
④学校保健委員会の開催
⑤全教員によるAED使用訓練
⑥新型コロナウイルス感染拡大防
止の対策
〈判断基準〉
各訓練の実施，マニュアルの改善
，緊急連絡網の確立 ，学校保健
委員会の開催，職員による安全
点検の実施，新型コロナウイルス
感染拡大防止対策の実施

まん延防止重点措置が
適用されたことや休園し
たこともあり，避難訓練
の実施ができていない
ものもある（４回/５回）
が,内容（火事,地震,不
審者）は網羅できてい
る。
コロナウイルス感染対応
についてはマニュアル
を作成し，必要に応じて
改善（修正）している。
今年は，１月２４日から２
８日まで，休園を余儀な
くされたがコロナウイル
スについては今後も状
況を見ながら素早い判
断に努めていく。

A

・様々な危機管理や安
全管理が行われている
ことを評価します。
コロナウイルス感染対
策に関しては，これま
での経験をもとに，さら
に改善してしていってく
ださい。
・コロナ対策について，
県の基準ではなく広大
の基準を元に対応して
いることを新しい保護
者に教えていただけれ
ばと思います。

A

各訓練は計画的に実施
し、マニュアルの改善を
行う。
緊急連絡網も十分機能
するように確認をする。
学校保健委員会を開催
し、コロナ対応も含め、安
全・安心した園運営につ
いて助言を頂く。
毎月職員で安全点検を
実施し、園環境の保全に
努める。
アレルギー疾患などの配
慮を要する子どもの対応
を共有し、安全・迅速に
対応できるようにする。
コロナウイルス感染拡大
防止対策として日々園で
の消毒を行う。子どもの健
康な育ちを考えて過剰に
ならないように気を付け
る。

教職員の適正な労働環境の
見直し・改善

〈指標〉
適正な勤務時間の厳守，個人業
績評価の記入，面談を適宜行う。
〈判断基準〉
勤務時間の記録確認，個人業績
評価の面談で確認する。

教職員の健康管理及
び適正な労働環境を維
持するため，1週間の内
1日，定時で帰る日を全
員に設けたが，改善が
見られなかったため，期
間の途中から時間外労
働を月に３０時間（１日
に１．５時間）までと決め
て実施した（実施率
84%）。全体で意識でき
るようになった。
また,特定の職員に大き
な負担が生じることがな
いよう配慮することで適
正な労働環境になるよ
う努めている。
保育後，非常勤との振
り返りに時間を要するこ
とがあるので,非常勤の
勤務時間内に振り返り
を組み込むなどの工夫
をしていく。

B

・国立大学の附属幼稚
園は，大学との連携，
最先端の研究への取り
組み，研究発表・研究
報告書等の実施，県内
外の教育関係者への
貢献等，やらなければ
ならないことが多くあ
り，その状況の中で適
正な勤務時間厳守は
非常に難しいです。
本園では色々な工夫
がなされていることを評
価します。
・働き方改革実施に
は，「17時を過ぎて働か
なければできないこと
はやらない」という強い
決意が必要では。
・この園は研究機関で
あり子どもたちの保育
自体が研究を中心に
行われていることをしっ
かりと保護者に理解い
ただければと思う。子ど
もたちがよりよい環境で
過ごすためにも保護者
の協力が不可欠なこと
も，そしてその活動が
保護者同士のつながり
となることもしっかりと伝
えていただきたい。

B

これまで時間が多くとられ
ていた行事に関わって業
務が多くなっていたので、
行事そのものの必要性を
再検討し、それに関わる
準備の業務をできるだけ
少なくしていく。本園は研
究機関であり子どもたち
の保育自体が研究を中
心に行われていることを
しっかりと保護者に理解し
てもらい、子どもたちがよ
りよい環境で過ごすため
にも保護者の協力が不可
欠なことも，そしてその活
動が保護者同士のつな
がりとなることもしっかりと
伝えていく。

【教職員研修】
幼稚園教員としての資質の
向上を図るとともに保育者の
人的ネットワークづくりに努め
る。行政との関係を強める。

〈指標〉
①ひがし広島幼児保育研究会の
研修の運営，参加
②広島県教育委員会乳幼児教育
支援センターとの連携
③東広島市こども未来部保育課と
の連携
〈判断基準〉
県市町開催の研修への参加数の
増加。
研修の学びを内部に公表する。

ひがし広島幼研の研修
を幼稚園教員全員で運
営した。また,乳幼児教
育支援センター主催の
小学校教員を対象にし
た研修に５回参加し（参
加者３３１人）,それに向
けての打合せも入念に
行った。東広島市こども
未来部保育課とは現在
も環境作りについて連
携しながら進めている。
研修の学びを内部に伝
えることについて前半は
実施できたが，後半は
できなかった。研修の
学びの伝え方を考えて
いく。

B

本園と，広島県及び東
広島市との連携がとて
も良いです。研修等に
参加することによって，
本園の保育者が色々
なことを学ぶだけでな
く，研修会自体にも園と
して貢献していることを
評価します。

B

本園と，広島県及び東広
島市との連携を強化して
いく。それをもとにさらに
研修等に参加することに
よって，本園の保育者が
さまざまな学ぶ機会を経
験し、さらには研究会研
修会を企画できるようにし
ていきたい。

【基盤整備】

保育活動が安全でかつ効果
的に実践できるよう，必要な
施設や環境の整備に努め
る。

〈指標〉
・職員によるのアスレチック遊具等
の充実と点検,整備
・園舎内の安全環境整備の確認
・大学による芝生化計画
・学生ボランティアの採用
・保護者による園庭整備
〈判断基準〉
各活動が計画的に実施されたか
どうか

環境整備作業は，第３
回はコロナで中止に
なったが，１・２回目は
予定通り実施できた。
安全な環境を保つた
め，日々の保育中にも
遊具の確認などを行っ
ている。引き続き安全な
環境整備を意識してい
く。

A

・本園の特徴である自
然環境はすばらしいで
すが，その反面，土砂
災害等の心配もありま
す。引き続き，環境整
備に取り組んでくださ
い。
・学生のボランティア活
動がいい。
・芝生化に伴う農薬等
の使用を懸念します。
子どもの環境であること
を第1に。
・駐車場や奥の溝など
先生方が普段目にされ
ないところの清掃は，
今後少し気をつけて見
ていただけると幸いで
す。

A

保護者との確実な連携に
よって、引き続き施設や
環境の整備に取り組んで
いく。
木いちごの会（保護者会）
との協力体制を維持して
いく。

そ
　
の
　
他

入園調査事業 【入園調査の適正化】
より適切な入園調査が可能
になるよう現行の入園調査に
おける課題を検討する。

〈指標〉
本園の目標に沿った園児入園の
ために入園調査の課題の検討を
行う
〈判断基準〉
改善点等の点検，確認が適切で
あったかどうか。

これまでの反省点や改
善点をもとに８月から準
備を初め，１１月に入園
調査を行った。調査
後，今年度の反省点や
改善点などの記録を綿
密にとった。次年度以
降に生かしていく。

A

入園調査に対して早め
の準備に取り組まれた
ことを評価します。
入園を希望する子ども
たちに対して，入園調
査の際に，不安感や緊
張感をできるだけ避け
ることができるような創
意工夫をお願いしま
す。

A

少人数で質の高い保育
を実現している園の独自
性や存在意義をさらに強
調するようにHPなどを有
効活用していく。さらに
リーフレットや要覧なども
用意し関係学会や各関
係団体、公共の場で配布
できるようにする。

注）  　　 　太枠内は，学校関係者評価委員会が記入する。

（【幼稚園運営にかかる課題に
ついての整理，検討，対応】）

（学校運営・改善事業）

（学校運営・改善事業）

（
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